
    

  

  
    

  

    

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆アクセシビリティリーダー（AL）とは 

 

◆AL資格（１級・２級）を取得するためには（2020年度まで） 

 

 AL資格には、1級と 2級の 2種類あります。それぞれの級に必要な STEP(下図)を 

受講した上で、認定試験に合格すると、AL資格を取得することができます。2級資格は、 

高大接続・学生支援センター 障がい学生支援室  2021 年 3月発行 

 

アクセシビリティリーダー資格取得プログラムの変更点 

 

 2021年度から、【STEP4】で必要な、「障がい学生支援入門」の開講を中止します。 

 2021年度では、その代替として、2020年度 3学期に開講された「障がい学生支援入門」

の音声入りパワーポイントスライドを、Moodle 上にアップします (視聴期間：4 月～9 月末、

全14回分)。それを全て視聴し、毎回の課題も提出することで、【STEP4】をクリアしたとみなし

ます (正式な授業ではありませんので、卒業単位の認定にはなりません)。 

 今後、2021 年度に AL 資格の 1 級取得を目指す方を、その代替の Moodle 上ページに

登録し、2020年度 3学期の「障がい学生支援入門」を視聴できるようにしていきます。 

そのため、ご希望の方は「障がい学生支援室」（shien-dr@okayama-u.ac.jp）まで、

「AL1級資格のための、Moodleの代替ページに登録希望」とご連絡ください。 

 なお、【STEP3】の 30 時間以上の支援ボランティア活動に必要な「アクセシビリティ実習」は、

これまで通りに毎学期(1～4学期の全てで)開講しています。 

近年、インクルージョンやダイバーシティといった言葉への注目が高まるとともに、社会の中で 

どのような人であっても、平等に参加・アクセスできる仕組みを作っていくことが求められています。

そのためには、多様な人や多様な環境におけるニーズをよく理解し、分野を超えた柔軟な知識と

発想を活かしながら、多様な人々の社会参加を円滑にし、かつその人たちの能力を活かせるよう

コーディネートできるリーダー的な存在が不可欠となります。 

特に現代は少子高齢化、グローバル化、高度情報化、地方創生などを背景として、様々な 

企業や職場で、多様な人材を活用することが課題となっています。アクセシビリティリーダー(AL) 

には、そのような多様な人々の能力を最大限発揮させられるような職場、ひいては社会全体の

環境を整える推進役となることが求められます。 

 この AL資格取得プログラムを通して、まずはこの多様性への理解を深めていくというのが、 

大きな目標となります。 

◆2021年度における変更点と代替措置 －「障がい学生支援入門」の中止－ 

 

 

2021年度および 2022年度以降で、1級の取得プログラムの内容が少し 

変わります。今号では、どのように変わるのかを説明します。

みなさん、こんにちは。

 岡山大学の障がい学生支援室では、2016年度から、アクセシビリティリーダー

資格の 1級および 2級の取得プログラムを提供しています。 

下図の【STEP1】、【STEP2】のオンライン講座を受講すれば、どなたでも受験資格を得られます。

一方、1級はそれに加えて、【STEP3】、【STEP4】で、30時間以上の支援ボランティア実習や 

授業の単位取得が必要となります。 ※教職員の方は、2級資格のみ受講可 
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授業 

◆障がい学生支援室が実施している授業、研修、講座等のご案内（2021年度） 

 

1.  「ダイバーシティ＆インクルージョン概論」 
 

2.  「障がい者支援演習①(身体障がい編)」  

or  「障がい者支援演習②(精神・発達障がい編)」 

◆障がい学生支援室の場所・連絡先 

 

3.  「アクセシビリティ実習」 

 なお、STEPの３と４の順番とは逆となり、ややこしいのですが、授業を履修する 

順番としては、以下の 1→3の順になります。 

 

 2022年度からは、【STEP4】をクリアするために必要な授業が 2 つに増える予定となって 

います。具体的には、下図の【STEP4】にある通り、「ダイバーシティ＆インクルージョン概論」と

「障がい者支援演習①(身体障がい編)」もしくは「障がい者支援演習②(精神・発達障がい

編)」の 2 つとなります 

※いずれも教養教育科目で、「障がい者支援演習」の2つは共に2022年度から新規開講

予定。あくまで予定であるため、今後変更する可能性もあります。 

【場   所】 一般教育棟 D 棟 1 階 

【開室時間】 月～金 ： 10:00～12:00 ／ 13:00～17:00 

【連 絡 先】 086-251-8553 （支援室受付） 

shien-dr@okayama-u.ac.jp 

ここが変更！ 

研修・講座等 

■ノートテイカー養成講座 

  ➡不定期。2 ヵ月に 1回程度。 

■手話講座 

  ➡不定期。年に 1回程度。 

■障がい学生支援室公開講演会 

➡上記、「ダイバーシティ＆インクルージョン概論」のゲスト講師の講演を公開。 

学期に 2回程度。 

以下、全て教養教育科目となります。 

■「ダイバーシティ＆インクルージョン概論」 

  ➡1 学期、2学期、3学期、4学期（それぞれ火曜 7・8 限 ※オンライン授業） 

■「アクセシビリティ実習」 

  ➡1 学期、2学期、3学期、4学期（それぞれ曜日は決めず 15時間の実習活動） 

■「ライフスキル入門」 

  ➡2 学期（木曜 5・6 限） 

 

◆＜※予定＞2022年度以降の変更点 －【STEP4】での受講授業の増加－ 

 

 


